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４月内観懇話会（４/８開催）大魔王シリーズ第４弾！


「創作『�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps30 \o\ad(\s\up 29(めおと),夫婦)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps30 \o\ad(\s\up 29(おんないきょう),恩愛経)�』のインド」





講師：大麻 豊 先生（トラベルミトラジャパン）


日時：４月８日（日）1３:00～1５:00


会場：ふうや内観研修所二階 


会費：１,000円（定員２０名）


申込：ふうや内観研修所までご予約下さい


☎06-6323-7267 fax:06-6325-8615 ✉info@fuya.jp





私たちの年代は、儀式儀礼を否定して「個人の自由」を謳歌してきました。時代性もあって、そのように教育されてきたのです。�　それはそれでよかったのですが、それによって「家族」という構成要素が脆弱になってしまったのではないでしょうか。心の奥底で「自由」の向こう側に「社会保障」があると安心していました。しかし、それも不安になってきました。�　ところで、インドでの夫婦関係はどうなのでしょうか？�　家族関係はどのように変化しているのでしょうか？�　インドといえば、神への「愛」バクティがありますが、その「愛」と妻への「愛情」を考えてみたいと思います。�　例えば、インドに「うちのダンナは、あんなに神様を愛しているのに私を愛してくれない」などという例があります。その逆、ヨーガ業界では「うちの嫁さんは木村先生に夢中なのに、オレには無関心だ！」などということもあります。�　人と神の関係における「愛」、妻と夫の関係における「愛情」、あるいは親と子の関係における「恩愛（おんない）」をキー・ワードに、「夫婦」とは何か、というより「家族」とは何かを、もう一度考えてみたいとおもいます。


　


◆講師プロフィール◆


大麻 豊（おおあさゆたか）


1947 年兵庫県生まれ。法政大学哲学科卒。


1971 年渡印。インド放浪。72 年日印サルボダヤ交友会青年部。83 年東方学院関西教室一期生。88 年インド文化センター担当理事（～2003 年）現在：トラベル・ミトラ・ジャパン代表、（社）アジア協会アジア友の会理事、ヨーガ情報ステーション代表。講演：近畿大学文芸学部、追手門学院大学、大阪女学院短期大学、同志社国際中高校、龍谷大学経済学部、インド文化センター、インターナショナル・カレッジ・オーサカ、倉吉東ロータリークラブ、寝屋川国際婦人クラブ、真言宗醍醐寺派総本山など。


著書：『インドをあるく本』文潮出版共著、月刊誌『少年育成』、月刊誌『アジア倶楽部』、経済情報月刊誌『イーグル』、仏教月刊誌『大法輪』、仏教新聞『中外日報』、医療月刊誌『ナースビーンズ』、ヨーガ情報月刊紙『ヨーガの森』など。





３月内観懇話会（３/４開催） ヨーガ療法ＷＳ


「認知行動療法としてのヨーガ療法」





講師：米澤 紗智江 先生（認定ヨーガ療法士）


日時：３月４日（日）10:00～16:00


会場：ふうや内観研修所二階 


会費：2,000円（定員２０名）


申込：ふうや内観研修所までご予約下さい


☎06-6323-7267 fax:06-6325-8615 ✉info@fuya.jp





認知行動療法（認知療法）は現在、うつ病をはじめとしてパニック障害や強迫性障害、PTSDなどの不安障害、摂食障害、パーソナリティ障害、双極性障害、統合失調症など様々な精神疾患の治療や再発予防に有効とされ、日本の臨床現場でも取り入れられ注目されつつある精神療法です。


　一方、メンタルトレーニングやストレスマネジメントの分野にも認知行動療法的な要素が広く取り入れられています。


　また、認知行動療法はヨーガ療法の技法の中にも要素として含まれており、その知名度の上昇と共に今後ヨーガ療法の教室で認知行動療法的なアプローチが求められるケースも増えてくると思われます。


　私自身、認知行動療法について学び始めてまだ日が浅いのですが、認知行動療法における自分の心の状態を客観視する技法は具体的かつ豊富で、素晴らしいと感じました。ヨーガ療法を行う上で、また一個人として日常生活を送る上でも、認知行動療法の具体的で細やかな客観視の為の各種技法に学ぶ意義は大いにあるのではないかと感じています。


　今回のワークショップでは、認知行動療法とは何かを理解し、その特徴や有用性を踏まえた上で、ヨーガ療法の認知行動療法的な側面について整理していきたいと思います。またヨーガ療法における認知行動療法的アプローチの可能性について、ワークを交えながら参加者の皆様と一緒に学び考えていく機会にしたいと思います。





◆講師プロフィール◆


米澤紗智江（よねざわさちえ）


岡山県出身。認定音楽療法士（日本音楽療法学会）として公立病院に勤務後、日本ヨーガ療法学会の木村慧心理事長の許で伝統的（ラージャ）ヨーガ、ヨーガ療法を学ぶ。同会認定ヨーガ療法士。認定ヨーガ療法士会兵庫評議委員。日本統合医療学会認定療法士（ヨーガ) 。日本マタニティ・ヨーガ協会会員。マタニティ・ヨーガ指導者養成ベーシックコース修了。南北インド及びチベット・カイラスでのヨーガ集中修行会に参加。西宮市にてヨーガクラスラムラムを主催。米子内観研修所（面接者：木村秀子氏）にて二度、集中内観研修（７泊８日）を修了。
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２月内観懇話会（２/１９開催）ヨーガ療法ＷＳ


「高齢者に対するヨーガ療法の実際②」





講師：高垣 加代子 先生（認定ヨーガ療法士）


日時：２月１９日（日）10:00～16:00


会場：ふうや内観研修所二階 


会費：2,000円（定員２０名）


申込：ふうや内観研修所までご予約下さい


☎06-6323-7267 fax:06-6325-8615 ✉info@fuya.jp





2011年は大災害により多くの命が奪われました。多くの人々が“絆”を強く感じた年ではなかったでしょうか。今後益々高齢化が進む中、孤独を抱えた高齢者夫婦所帯、単独所帯も増加しています。


私が4年間前から介護予防教室・デイサービス・また2年前から脳梗塞になられた高齢者とのヨーガ療法の個人レッスンなどから、高齢者の皆様との交流から様々な学びを頂きました。


最近、高齢者に対するヨーガ療法の必要性が高まっており、介護予防として転倒防止・認知症予防・循環器疾患の予防としてのアイソメトリックなヨーガ療法が認められつつあります。自分の健康を自分で守るセルフケアのひとつとして、日々の生活を生き生きと暮らしていく為にヨーガ療法を活用して頂きたいと考えております。


前回に引き続き『笑顔・意欲・呼吸』を中心に行っているヨーガ療法にアンチエイジングヨーガとして最近はじめた「あいうえおヨーガ」や脳トレゲームを皆さんと一緒に実習して頂き、様々なご意見を頂きたいと思います。


また後半タイからの留学生との交流、秋に参加させていただきましたＮＰＯ法人日本セーヴァの会主催のタイでの日本語キャンプなどの様子を皆さんにお伝えできればと願っています。





◆講師プロフィール◆


高垣加代子（たかがきかよこ）。和歌山県有田郡湯浅町出身。


6年前に日本ヨーガ療法学会理事長の木村慧心先生のラージャヨーガの勉強会に出席し、ヨーガの智慧と出会う。以後、同会主催のＹＩＣ，ＹＴＩＣを修了し、同会認定ヨーガ療法士となる。日本ヨーガニケタン主催の北インド修行会（マナリ）、南インド修行会（バンガロール）にも参加。現在は高齢者に対するヨーガ療法指導を中心に活動。日本ヨーガ療法学会、日本統合医療学会会員。


内観は米子内観研修所（所長：木村慧心先生、面接者：木村秀子先生）にて７泊８日の集中内観研修を修了。ふうや内観研修所主催内観懇話会にてその時の内観体験を発表する。












